














































































































俳句的な詩「IN A STATION OF THE METRO（地下鉄の駅で）」を発表し、
俳句が欧米の詩人たちに興味を持たれるきっかけとなった。
The apparition of these faces in the crowd;

















I have been a poet for ﬁ fty years. Originally I wrote exclusively in western forms; 
I started writing haiku after coming to Japan. I also write‘haikuﬁ ction.’ That is, 
short stories about haiku poets and haiku groups. In recent years I have been 
studying Japanese tanka as well as tanka in English. 
My ﬁ ction and poetry have appeared in many periodicals and magazines, among 
them Harvard Review, QLRS, Poetry East, Atlanta Review, Kyoto Journal, 
and The Iowa Review. I am also represented in various anthologies, such as, 
The Broken Bridge: Fiction from Expatriates in Literary Japan （Stone Bridge）, 
Baseball Haiku（W.W. Norton）, The Red Moon Anthologies of English Language 
Haiku（RMP）, Haiku in English: The First Hundred Years （W.W. Norton）, and 
Haiku 2015 （Modern Haiku Press）. I have published a collection of haiku, The 



























cherry blossoms        桜の花。
against a gray sky       灰色の空を背景に
white gymnasium       白い体育館。
では、体育館を登場させることでロマンチックな感情を打ち消したかった。
the circumnutation       旋回する
of morning glories       朝顔。













Dr. Lee Gurga is a past-president of the Haiku Society of America and former 
editor of the journal Modern Haiku. He is currently editor of Modern Haiku Press. 
His two books of haiku, Fresh Scent and In and Out of Fog that were awarded 
“First Prize” in the Haiku Society of America Book Awards; his haiku-writing 
guide, Haiku: A Poet’s Guide was recognized by the Haiku SocieBty of America 
as the “Best Book of Criticism” for 2004. He has been the recipient of an Illinois 
Arts Council Poetry Fellowship, the Japan-America Society of Chicago’s Cultural 
Achievement Award, and an American Red Cross Healthcare Heroes Award. He 

































summer clouds            夏の雲。
I pull the rope ladder up       縄ばしごを引っ張る
behind me              私の後ろに。

































コ ウ レ イ シ
霊芝氏によって結成された年である。翌1971年には合同句集『台




され、2013・1 からは句稿作成の担当が杜青春氏に代わった。2015・6 から 5 回
－ 204 －
の句会記録を紹介する。（ここでは資料に載った20句から高得点句を抜粋する。）
短夜やなほ読み終へぬ戦中記 北条千鶴子
休耕の田畦太らせ夏の草 廖運藩
夏草や石牌に台湾開拓史（芝山巌） 劉竹村
水牛の家路知つたる歩みかな 三宅節子
北条さんは台湾在住の日本人。台湾人の方もいるし、台湾原住民の方もいる。
　鹹
キヤムラア
蜊（蜆の醤油浸し）・水牛・樹
チウオンツエー
王祭（神木を参拝祈願する）・九
カウカンホン
降風（陰
暦九月頃の新竹地方の風）など、台湾独特のいわゆる台湾季語が、黄霊芝氏の
『台湾俳句歳時記』に載っている。なお、台湾には台北俳句会のほかに、小規模
ではあるが「春燈台北句会」がある。加藤敬一氏により1980に創始され、今も
台湾在住の春燈会員を中心に毎月句会が行われている。また、台湾国内の日語
科の学生を対象とした全国日語俳句大会が2010以来 6 回催されており、大会の
結果をまとめた雑誌『ゆうかりぷたす』が刊行されている。
　入選作品の一部を紹介する。（資料から抜粋。）
題詠　山眠る今日も返事を待ちながら 古若璇（文化大學）
　　　山眠るそろそろ起きて笑ってよ 楊晴（銘傳大学）
　　　立春や老友二人蕎麦啜る 辛佩憶（文化大學）
雑詠　眼を開けてぐっすり眠る熱帯魚 郭育如（義守大学）
　　　ぶらんこに一つ一つの笑い顔 陳詠謙（南台科技大学）
　2012年には、日本及び台湾の台北俳句会会員の有志が相計り・台湾学生俳句
育成会を立ち上げた。
　さて、台北俳句会の会員の中から連句をやろうとの話が持ち上がり、有志で
すでに五回歌仙を巻き、現在六回目が進行中である。また、中国の文人・学者
たちと日本の俳人たちの交流の中から生れた「漢俳」は、漢字五字・七字・五
字から成る漢詩の新詩型。1980に日本の俳人訪中団の歓迎の席で、当時の仏教
協会会長・趙樸初氏が作ったのが最初である。2005・ 3 には劉徳有氏を会長と
する漢俳学会が創設され、2013には、『中国漢俳百家詩選』が刊行されている。
－ 205 －
　現在、台北俳句会の、20数人はいると思われる台湾人の会員は、嘗て日本統
治時代に日本の教育を受けた日本語世代の人たち（日本語人）である。その人
たちはすでに90歳前後となった。若い人たちをいかにして育てていくかが大き
な課題になっており、学生日語俳句大会の果す役割は大きい。
　 4 人のパネラーの報告に引き続き、ディスカッションに入った。進行をスム
ーズにするために、前日の打ち合わせにおいて共通の質問を二つ、投げかけて
あって、それに順番に答えていただいた。第一の質問は、「非・日本語圏におい
て、Haikuはどう定義されるか。」であった。
•木村先生　「言語が違うと、五・七・五の定型はありえず、free wordsの形を
取っている。主流は 3 行の自由詩。歳時記もありえない。むしろ自然詩とい
うべきで、無季も認めるべきだ。将来は世界的な定義が必要だろう。」
• FESSLER先生　「簡潔で季節性があって洞察力がみなぎっている詩。俳句ら
しさhaiku-nessがある。よい句を見るとそれが分かる。Haikuを作ることで
いろいろな意味があふれ出てくる、源泉のようなもの。」
• GURGA先生　「先ほどの発表にあったように、①短いこと、②自然または季
節を表すイメージ、③文法的にあえて不完全にして切れが入るということ、
④ある一つの瞬間の出来事だけを表すこと。さらに重要なのはhaiku-ness。
長谷川櫂氏によれば、それは、間が入ること。認知に空間が入ること。この
点は欧米でも模索中。」
•鳥羽田先生　「私は有季定型で俳句を作り続けてきた。今日は、俳句に関する
考えに大きな衝撃を受けた。台湾でも日本語によって俳句を作り、日本人と
かわらない。ただ、『台湾俳句歳時記』は日本の歳時記とは異質で、日本の季
語とはほとんど重ならない。」
　第二の質問は「芭蕉をはじめ、日本の古典俳句の魅力は何か。」であった。
•木村先生　「芭蕉はすでに世界的なアイコン。21世紀、いちばんよく知られて
いる日本人かもしれない。全ての文学的魅力を兼ね備えた人物。かつての欧
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米におけるJaponismの流れで日本的なものがなお魅力を持っていて、その入
口に芭蕉がいる。『名月や池をめぐりてよもすがら』は、西洋人には目的のな
いナンセンスな行動、ないし、禅的修行と見え、驚きを以て迎えられた。」
• FESSLER先生　「たとえば芭蕉の『夕風や水青鷺の脛を打つ』、西洋人には
発想できない、二つの部分（夕風・水）の関連のない置き方だ。そこに魅力
を感じる。あるいは、『いなづまに悟らぬ人の貴さよ』、とても俳諧の持つユ
ーモアを感じて好きなのだが説明できない。」
• GURGA先生　「俳句と言えば芭蕉であり、シェイクスピアに比肩できる。た
だ、芭蕉の場合、児童書などで『古池や』句が盛んにパロディにされる。『枯
枝に烏のとまりけり秋の暮』も本歌取りのようにしてHaikuに使われている。」
•鳥羽田先生　「私は、名を残している俳人の方々の作句態度に惹かれる。『作
り手であると同時に崩し屋』であることは重要だ。俳人の能村登四郎先生は
句集に対する批判を真摯に受け止めてその次の句集に生かした。私は間もな
く第一句集を出すというところだが、能村先生を見習いたい。」
　以上のように、質問に対するパネラーの答えが二巡した時点で、すでに予定
の時刻を20分超過していた。まことに残念ながら、当日フリーに意見を交換す
る余裕はなかった。司会進行の拙さをお詫びするばかりである。
　ただ、二つの質問に対するパネラーの方々のお答えからは、俳句がHaikuと
して世界に広く迎え入れられている理由が、見えてくるように思われた。私な
りの理解をまとめてみると、一つには極端に短い詩型によって大きなイメージ
を生み出す装置であること、一つにはパロディやオマージュとして多数作者に
次々に引き継がれて行くモデルとしての古典を持っていること、ではないだろ
うか。また、できれば、発言の中にあった「haiku-ness」（日本語としては「俳
味」があてはまるか）をさらに掘り下げたかったと思う。
　パネラーの 4 人の先生は皆、俳句ないしHaikuの実作者であり、それについ
て語る様子が実に愉しげであったことが、とても印象深い。最後にもう一度、
シンポジウムへのご参加に感謝を申し上げたい。ありがとうございました。
